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京浜港湾事務所では、コンテナターミナルにおける効率的な荷役の実現や輸送コストを削減す

ることによる「産業の国際競争力強化」を目指し、国際コンテナ戦略港湾「京浜港」の一角である

横浜港、川崎港において、大水深岸壁を有したコンテナターミナル及び臨港道路等の整備を行う

とともに、大規模地震が発災した際に、発災直後から緊急物資等の輸送や、経済活動の確保を

目的とした耐震強化岸壁の整備等を行っています。 

 

平成２６年度の京浜港湾事務所の主な事業は以下のとおりです。 

 

横浜港においては、南本牧ふ頭地区で水深１８ｍの耐震強化岸壁を有する大水深コンテナタ

ーミナルの整備を実施し、本牧ふ頭地区では、コンテナ船の大型化に対応するため岸壁の増深、

及び耐震改良を実施します。 

また、南本牧ふ頭、本牧ふ頭を結ぶ臨港道路を整備し、各ふ頭間におけるコンテナ輸送の効

率化を図るとともに、南本牧ふ頭と背後の高速道路ネットワークとを連絡することで、南本牧ふ頭

と内陸部間の輸送効率の強化を図ります。 

 

川崎港においては、東扇島地区の物流機能高度化に伴い増大する交通量に対応するため、

東扇島地区と内陸部を結ぶ臨港道路の整備を行います。 
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平成２６年度 京浜港湾事務所の事業概要について          



横浜港 南本牧ふ頭地区
〔岸壁（－１６ｍ）（耐震）（ＭＣ-３）、岸壁（－１８ｍ）(耐震）（ＭＣ-４）、荷さばき地（ＭＣ-３）〕

平成２６年度事業費：約３２億円

南本牧ふ頭は、横浜港のコンテナ取扱量の約３割を占める重要なふ頭です。増大す
るコンテナ貨物量やコンテナ船の大型化に対応するため、また、大規模地震発生時の
幹線貨物の輸送拠点としての物流機能を維持するため、我が国最大級の水深１６ｍ,
１８ｍの岸壁を有するＭＣ-３,４岸壁（耐震）及び荷さばき地の整備を進めています。
平成２６年度は、以下の工事を行います。
MC 3：舗装工 排水工等MC-3：舗装工、排水工等
MC-4：セル製作・据付２函、地盤改良等

横浜港

南本牧ふ頭

本牧ふ頭

大黒ふ頭

南本牧ふ頭

南本牧ふ頭南本牧ふ頭MC-3
岸壁(-16m)（耐震）

MC-4
岸壁(-18m)(耐震）

MC 3

－１－

MC-3
荷さばき地



横浜港 本牧ふ頭地区
〔岸壁（－１６ｍ）（耐震）（改良）（ＨＤ-４）〕

平成２６年度事業費：約３．２億円

本牧ふ頭は、 横浜港で最初のコンテナふ頭であり、 全体のコンテナ取扱量の約 ６
割を取り扱う我が国でも枢要のコンテナふ頭です。 Ｄ突堤は供用開始から４ ０ 年以
上経過しており、 コンテナ貨物需要の増大及びコンテナ船の大型化に対応するため、
HD-４岸壁について、水深（－１４ｍ）から（－１６ｍ）への増深及び大規模地震発生時
の幹線貨物の輸送拠点としての物流機能を維持するための耐震改良を行います。
平成２６年度は 上部工等の工事を行い HD ４の耐震改良を完了させます平成２６年度は、上部工等の工事を行い、HD-４の耐震改良を完了させます。

横浜港

南本牧ふ頭

本牧ふ頭

大黒ふ頭

本牧ふ頭Ｄ突堤本牧ふ頭Ｄ突堤

岸壁（－１６ｍ）（耐震）（改良）

HD‐４HD‐５

本牧ふ頭ＢＣ突堤本牧ふ頭ＢＣ突堤

－２－

－２－



横浜港 南本牧～本牧ふ頭地区
〔南本牧～本牧ふ頭地区臨港道路整備〕

平成２６年度事業費：約１３４億円

南本牧ふ頭は、横浜港のコンテナ取扱量の約３割を占める重要なふ頭です。 本事
業は、 ①コンテナ取り扱いの主力となる南本牧ふ頭と本牧ふ頭を臨港道路で連絡す

ることにより、ふ頭間のコンテナ輸送効率化を図るとともに、②南本牧ふ頭と背後の高
速道路ネットワークを直結することにより、横浜港の集荷環境を強化します。また、③
南本牧ふ頭のアクセスの多重化を図ります。
平成２６年度は 第１期区間について下部工 上部工 桟橋築造工等の工事を行い平成２６年度は、第１期区間について下部工、上部工、桟橋築造工等の工事を行い

ます。

横浜港

大黒ふ頭

南本牧ふ頭

本牧ふ頭

大黒ふ頭

本牧ふ頭地区本牧ふ頭地区

整備予定区間（第1期）

南本牧ふ頭地区南本牧ふ頭地区

整備予定区間（第1期）

MC 3

－３－

MC‐3
岸壁(-16m)
（耐震）MC‐4

岸壁(-18m)
(耐震）



川崎港 東扇島地区
〔東扇島～水江町地区臨港道路整備〕

平成２６年度事業費：約７６億円

川崎港東扇島地区は、川崎港で陸揚げされる貨物のみならず、京浜３港の連携の
中で東京港・横浜港利用の貨物の物流基地としての役割も果たしています。 今後、東

扇島の物流機能の高度化によりますます物流拠点としての役割が増すため、東扇島
と背後を結ぶ交通体系の強化を図るとともに、東扇島地区のアクセスの多重化を図り
ます。
平成２６年度は、仮設工、調査設計、用地補償等を行います。

川崎港

水江町地区

横浜港

東扇島地区

東京港 ⇒

横浜港

川崎港

整備予定区間

水江町地区水江町地区

東扇島地区東扇島地区

－４－


